
  

県庁だより 印有効）
【問】県医療政策課 ☎621-2212 FAX621-2898

●県営住宅入居者募集
【募集戸数】46戸 【申込】11月1日、2日
10：00～16：00に県職員会館へ
【問】県住宅供給公社 
☎666-3125 FAX666-3126
県営住宅PFI管理センター
☎678-2271 FAX655-6255

●障がい者職業訓練生
【訓練科】商品出し・整理実務科
【訓練期間】11月8日～12月2日
【ところ】（株）キョーエイアピカ店
【対象】法に規定する障がい者の人で、公共職
業安定所長の受講あっせんを受けた人
【定員】1人 【受講料】無料（教材費等別）
【応募期限】10月18日 
【問】公共職業安定所または県産業人材育成センター
 ☎621-2353 FAX621-2852

●県立中央テクノスクール訓練生
【訓練科】①介護実務者・同行援護研修科3
②IT基礎科③事務科2

●県立学校実習助手選考審査（普通・農業）
　県立特別支援学校寄宿舎指導員選考審査
【とき】12月11日、12日
【ところ】県立総合教育センター
【採用人数】各1名程度 【申込期間】11月1～15日
【問】県教職員課 ☎621-3133 FAX621-2881

●職業訓練指導員採用試験（設備施工科）
【とき】11月14日 【ところ】西部テクノスクール
【申込期限】10月29日 【定員】2名程度
【問】県産業人材育成センター
 ☎621-2350 FAX621-2852

●令和3年度砂利採取業務主任者試験
【とき】11月12日 【ところ】県庁万代南会議室2
【申込期間】10月18～29日
【問】県河川整備課 ☎621-2627 FAX621-2870

●自治医科大学入学試験要項頒布中
【募集人員】2名程度
【出願期間】1月4～19日17：00必着（18日消

●はかりの定期検査（阿波市）
【とき】10月25～29日 【ところ】阿波市内4会場
【問】県立工業技術センター
 ☎669-6369 FAX669-1988

●令和3年度健康を考える県民のつどい
【とき】11月8日13：30～
【ところ】徳島グランヴィリオホテル
【問】県健康づくり課 ☎621-2988 FAX621-2841

●出張労働相談会（西部）
【とき】10月24日13：00～
【ところ】美馬市地域交流センターミライズ
【問】県労働委員会事務局
 ☎621-3234 FAX621-2889

●オープンとくしま・パブリックコメント 
①都市計画法改正に伴う開発行為の許可基
準の見直し②「池田・貞光・脇・藍住」の各「都
市計画区域マスタ－プラン」の見直し
【応募期限】①10月30日②11月5日
【問】県都市計画課  
☎①621-2596、②621-2565 FAX①②621-2869

※市外局番（088）を省略しています。

【訓練期間】①11月18日～5月17日
②12月6日～3月4日③12月8日～3月7日
【ところ】①県労働者福祉協議会
②四国進学会藍住校③龍昇学園
【定員】①20人②15人③20人（うち母子枠1人）
【受講料】無料（教材費等別）
【応募期限】①10月28日②11月12日③11月10日
【問】県立中央テクノスクール
 ☎678-4690 FAX678-4692

●県立西部テクノスクール訓練生（12月入校）
【訓練科】IT技能科3
【訓練期間】12月8日～3月7日
【ところ】（有）徳島ネットコム脇町本校
【対象】離職者や転職される人で、公共職業安
定所長の受講あっせんを受けた人
【定員】15人 【受講料】無料（教材費等別）
【応募期限】11月10日
【問】公共職業安定所または西部テクノスクール
 ☎0883-62-3067 FAX0883-62-3140

●自死遺族交流会のご案内
【とき】10月22日13：30～
【ところ】県精神保健福祉センター
【問】同上 ☎602-8911 FAX652-2327

県主催の講習会や募集などさまざまな情報をお知らせします。 募集しています

お知らせ

催  し
資格・試験

ご意見募集

2021シーズンの四国アイランドリーグplus
公式戦は全て終了しました。
ご声援ありがとうございました！

［小松島市民デー］
10/23（土）14：00～ 大分トリニータ
［松茂町民デー］
11/ 3 （水・祝）14：00～ セレッソ大阪
会場：鳴門・大塚スポーツパーク 
ポカリスエットスタジアム

徳島県新型コロナ関連相談コールセンター

専門的な知識を有する看護師や保健師が対応し、接種による「副反応」や
「医学的知見が必要となる専門的な相談」などを承ります。

新型コロナワクチン接種に関する、副反応等のご相談は…

かかりつけ医がいない、相談する医療機関がない場合は…

●新型コロナワクチン専門相談コールセンター
FAX：0120-939-412（フリーダイヤル）
✉vaccine_tokushima@bricks-corp.com

FAX：0120-946-199（フリーダイヤル）

●受診・相談センター
受診可能な「診療・検査協力医療機関」をご案内します。

少しでも体調の異変を感じたら
まずは、かかりつけ医に電話でご相談ください

●その他、県内のコロナウイルスに関する
　一般相談窓口 聴覚に障がいのある方など、電話でのご相談が

難しい方は、FAXをご利用ください。

最新の試合日程は
HPでご確認ください。

インディゴソックスHP

いよいよシーズン終盤戦。
スタジアムで徳島ヴォルティスを応援しよう！
明治安田生命J1リーグ

▲徳島県チャンネル（YouTube）でレシピ動画公開 ！
　もうかるブランド推進課

肉全体にまろやかさと甘みが同居しており、柔らかな中
にも弾力があります。きめが細かく良く締まった赤身と
見た目にも美しい霜降りを兼ね備えた黒毛和種です。
●阿波牛バラ肉600g  ●ニンニク2片
●煮汁（鰹と昆布の出汁400cc、醤油150cc、みりん
  250cc、砂糖50g）
①牛肉を適当な大きさに切り、フライパンで焼く
②圧力鍋に牛肉と煮汁、ニンニクを入れ10分煮る

阿波牛角煮

レシピ

阿波牛
って?

材  料
３人分

あわっ子文化大使通信
あわ文化を次の世代に伝承し、徳島の魅力を県内外に発信する
「あわっ子文化大使」のリポートです。

ふるさと発見！

　皆さんの中で「滝の焼餅」を知っているという方はどの
くらい多いでしょうか。
　徳島の隠れた郷土銘菓となっている滝の焼餅は、江
戸時代に蜂須賀家政公が、阿波25万石の国主として徳
島城を築き、その祝いに献上されたものです。藩主愛用
の眉山の湧水「錦竜水」の使用を許され、藩主の御用
菓子として名声を博しました。その400年前の歴史が続
いているのです。
　1900年頃ポルトガルの
海軍士官だったヴェンセ・
スラウ・デ・モラエスさんは、
滝の焼餅が大好きだった
そうです。うるち米ともち米
を石臼でひき、天日干しを
した皮は、噛みごたえにアクセントがあります。中に入っ
たあんこは、二つ目へと手を伸ばしてしまいそうになる素
敵な味です。
　400年前の歴史と眉山にあふれる自然、そして滝の
焼餅を味わいながら、私たちの徳島を愛してはいかがで
しょう。

●あわっ子文化大使リポーター

徳島県立城ノ内中等教育学校  田
たがわ
川 睦

むつみ
珠

歴史を包んだ
 「滝の焼餅」

●皆さんからのご意見・ご感想をお待ちしています。
グローバル・文化教育課  ☎088-621-3054  FAX088-621-2882

滝の焼餅

●スマート園芸入門コース
施設園芸における環境モニタリングや植物生理に基づく環
境制御技術の基礎を座学で学ぶ。　
●講座／㋐総論クラス（品目全般） ㋑各論クラス（キュウリ）
●研修期間／7月～翌年2月（全3回）
●対象／県内農業者（農業法人の従業員等を含む）または
　　　　就農を予定している者

●スマート園芸実践コース
施設トマト栽培において、高収量、高品質を実現する環境制
御技術について現場研修と座学で学ぶ。
●研修期間／7月～翌年3月（全8回）
●対象／環境測定機器を導入または導入予定のトマト栽培者
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農業における5Gの活用

●農業大学校への
　スマート技術導入

●スマート技術の開発

「スマート農業」を、学び、実践する、新たな時代へ。
積極的な技術開発で、スマート農業を実現！
県では、日々進化する通信技術・農業機器を活用した栽培の研究や先端技術を駆使する
人材の育成などを推進。スマート農業の実現に向けた取り組みを加速させています。

●スマートグラスで作業のポイントを学
べる「実習システム」の整備

●熟練農業者の「匠の技」のデジタル
教材化

●タブレットによるリモート授業

●施設園芸アカデミーのお問い合わせは
　農業大学校 ☎088-674-1026

●「AI」を活用した果樹の「作業支援シ
ステム」の開発▲

ミカン、ウメなど果実の「収穫適期」
を判断

●「ドローン」を活用した病害虫防除技
術の開発▲

病害虫の発生状況を迅速かつ正確に
把握、被害箇所をピンポイントで防除

●自治体で全国初 ！ 屋外利用に最適な「4.8GHz帯」の活用

「ドローン」による被害の把握「AI」による熟度判別

ローカル5Gアンテナ

「スマートグラス」を活用した実習

農林水産総合技術支援センターに
「ローカル5G基地局」開局（R3.4.8）
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●農業用ドローンで、農薬の散布作業を
　効率化しています。

●この日は、栽培施設で専門家からリモー
　ト講義。　

●さらなる高収量生産を目指し、施設園芸アカデミーを受講する尾田さんら2期生の皆さん。
●刈取り時に収量などが把握できるコンバインとJA美馬
　の田中さん（左）、アグリサポート美馬の黒長さん。

超 高 速

▲

現行4Gの100倍速いブロードバンドサービスを提供
超低遅延

▲

リアルタイムに遠隔地のロボット等を操作・制御
多数同時接続

▲

スマホ、PCをはじめ身の回りのあらゆる機器がネットに接続

未来技術の実装

●お問い合わせ先／経営推進課 ☎088-621-2429  FAX088-621-2858

●施設園芸アカデミー講座概要 ※今年度の受講生募集は終了。次年度の募集は令和４年４月頃の予定です。


